
１．はじめに

コロナ禍が一段落して対面授業が復活し、ほぼ

以前の授業風景に戻ってきました。しかし、コロ

ナ禍で経験した遠隔授業の利点も、学生にも感じ

られるところもあり、一部にオンデマンド授業を

取り入れている所も少なくないでしょう。本学で

も希望により、特に大人数でオンデマンドに相応

しい授業は一部取り入れられています。

筆者も前期、後期に一科目をオンデマンド授業

で行っています。

e-Learning LMSの利用について筆者は、コロ

ナ禍以前は、正直言ってきわめて消極的に最低限

の利用しかしていませんでした。シラバスを掲載

し、学生のレポート提出に使うぐらいでした（以

前の職場ではMoodle）。その機能をフルに活用し

ていたとは言い難い。対面授業の時は時間をかけ

てつくりあげた授業の教材、構成、また話す内容

まで、でき上がったものをそう簡単に変えること

はできない思考が働いていました。

本学に赴任して新たに授業をつくり上げる時が

ちょうどコロナ禍が始まり、すべてがオンライン

授業となった時です。本学のLMSはmanabaです。

新しく授業をつくりあげなければならないという

時期とコロナ禍の状況がLMSを徹底的に活用する

ことに突き動かしました。

筆者はまちづくりを専門にしていて、現場でワ

ークショップ手法を駆使していたことから、その

方法を取り入れたアクティブ・ラーニングで授業

を進めていました。その応答的な授業を同期的な

オンライン授業ならまだしも組み立て方がありま

すが、非同期型のオンデマンド授業への組み立て

には工夫が必要でした。ここではそんな試行錯誤

の結果を示し、オンデマンド授業による学びの質
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学びの質向上に向けたICT活用の取組み（その１）

の向上への課題を考えたいと思います。

２．コンテンツをシナリオに

オンデマンド授業というと、まずビデオ教材作

成が頭に浮かびますが、90分の視聴は、映画と

同じ長さで、映画ほど飽きずに惹きつけることは

難しい。そう考えた時に、LMSのコンテンツを台

本、シナリオとして作成するという考えが浮かび

ました。

コロナ禍以前のLMSでは授業の一コマの内容の

トピックを並べるぐらいでありました。それとは

異なり、その授業の一コマのテーマに沿って、時
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表１　オンデマンド授業１コマのシナリオ

各セグメントの内容
respon クリッカーでの出席カード
（実質　出せば出席という訳にはいかないが、授
業開始の心構えとして提出)
respon 授業前アンケート
授業テーマに関して　事前の意識　を選択肢で
前回のフィードバック（ビデオ視聴）
前回の授業後アンケート、授業評価結果、それ
からプロジェク卜提出課題についてレビュー
当該回の主題1　ビデオ視聴（15分以内）
PowerPointの録画を主に（PDFも掲載）や撮影ビ
デオ画像等多少、重要な事項を箇条書きに記述
必要に応じて関連webサイトの紹介
主題2　ビデオ視聴（15分以内）
PowerPointの録画を主に（PDFも掲載）や撮影ビ
デオ画像等多少、重要な事項を箇条書きに記述
必要に応じて関連webサイトの紹介
プロジェクト（非同期型スレッド意見交換）
テーマに関連して考える題材をmanabaのプロ
ジェクト課題で出題し、4〜6人単位のチーム形
成をする。学生は非同期的にスレッドで意見交
換をして、翌週の授業の前日の18時まで提出。
グループ作業用にJamboardも案内
小テスト（ドリル）
授業内容（主にビデオの中身からキーワード等）
についての出題。8問中5問ランダ厶出題。満点
が取れるように何度も受けるように指示。ドリ
ルは復習にもなる。
respon 授業後アンケート
授業前アンケートとほぼ同じ質問で、どれだけ
理解が深まったか自己評価。また授業評価
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間進行のシナリオ（台本）の流れとして提示しま

す。学生はそのシナリオに沿って受けるが、一度

でなくても数回に分けて受講できます。

その構成を考える際に、便宜的にYouTubeにア

ップロード可能な15分ずつの単位（セグメント）

に区切りました。その標準的構成が前ページ表１

です。

３．プロジェクトの非同期型グループワーク

LMSにはグループワーク機能があります。

manabaの場合はプロジェクトがそれにあたりま

す。ほぼ１週間の間、いつでも受講可能とするオ

ンデマンド授業で、スレッドへの意見交換は学生

によって差が生じるのはたしかです。プロジェク

トの提出課題を評価対象とすれば、動

機づけることもできます。だがそれは

こちらの意図とずれます。学生にはチ

ームのコミュニケーショを活発にする

ための投げかけ、参加しない学生がい

たらその促しなど、ファシリテーショ

ンのスキルを磨いてほしいので、ファ

シリテーションに貢献している場合に

は加点すると伝えてあります。教員は

各チームごとのスレッドの意見交換が

閲覧でき、コメントもできるので、個

人の働きもチェックできます。よいフ

ァシリテーションがあれば、その例を

次回の授業の冒頭の振り返りで紹介

し、ファシリテーションの仕方を学ん

でもらいます。

コロナ禍で対面授業がなかった時期は、このプ

ロジェクトを通じたコミュニケーションが学生同

士をつなげる機会となりました。対面が戻った今

は、このプロジェクトを通じて、関係がとれてい

なかった学生がキャンパスにて実際に顔をあわせ

て仲良くなるということも見られます。

４．小テスト(ドリル) の活用

オンデマンド授業では学生が実際に受講してい

るかどうかの確信は得られません。小テストのド

リル機能を使い、ビデオ等の内容に関する問いを

設定します。オンデマンド授業での出席のチェッ

クはプロジェクトのチームスレッドの意見交換へ

の参加とドリルの受講で出席と判断しています。

５．responの活用

本学ではmanabaにresponを連動して導入してい

ます。responはリアルタイムアンケート・チャッ

トシステムです。では、オンデマンド授業には使

えるでしょうか。筆者は、授業前後のアンケート

で意識変化を見る授業評価に使っています。また、

その結果を次回の授業の冒頭にフィードバックと

して視聴できるようにしています。学生は教室で

手を上げて発言することはためらいますが、コメ

ントやチャットにはしっかりと書き込みます。授

業の改善に役立つ意見もありますし、学生同士も

異なる価値、多様な意見から学び合っているよう

です。筆者は、有意義な意見や質問には反応を図

入りで返すようにしています（図１）。

図１　responへのフィードバックの一例（2022年度　環境生態デザインの

授業より）

６．今後の課題と展望

本学のLMSでのグループワークのスレッドの意

見交換のやり取りにはグループの差があらわれま

す。活発な学生がいるグループを羨ましく思い、

自身のグループ討議の低調を嘆く学生に、自らグ

ループの討議を活発化する行動に起こすような意

識改革にまで突っ込んだ教育はできていません。

LINEに比べてLMSのスレッドは応答が遅いとい

う不満も聞かれます。誰もが見られる掲示板への

質問も少ない。応答的にできるはずのLMSの機能

が十分にその機能を発揮し得ていない部分もあり

ます。それはそのシステテムの技術的な問題なの

か、それとも学生の嗜好、思考、気質にマッチしな

いことなのか、その点も明らかにすることで、さ

らにLMSの応答的授業への活用も広がるでしょう。


